


１．事業所名及び代表者 
   

   事 業 所 名  株式会社アールアンドイー 

   代表者氏名  伊藤 淳 

 

２．所在地 
 

   本   社  北海道登別市富浦町２２３－１ 

   登別事業所  北海道登別市富浦町２２３－１ 

   札幌事業所  北海道北広島市大曲工業団地４－４－１ 

 

３．環境管理責任者氏名及び担当者連絡先および実施体制 
   

   環 境 管 理 

責任者氏名  田原 貴史 

    

事 務 局  寺村夕貴、ロヴォフ 

    

住   所  北海道登別市富浦町２２３－１ 

   

 連 絡 先  電 話：０１４３－８０－２２３３ 

          ＦＡＸ：０１４３－８０－２２３２ 

          Ｅ－ＭＡＩＬ：ea21@rande.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

代表者（社長） 

伊藤 淳 

環境管理責任者 

田原 貴史 

事 務 局 

管理部門総務部 

登別事業所 

業務部門・営業部門 

札幌事業所 

業務部門・営業部門 

業務内容 
・産業廃棄物の収集運搬 
・産業廃棄物の中間処理及び最終処分 
・再生材等の販売 



４．事業内容の概要 
    

   産業廃棄物処理業（収集運搬、中間処理、最終処分）及び再生材等の販売 

 

 

５．事業の規模（廃棄物の受入量、従業員数、事業所の延床面積等） 

活動規模 単位 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

産業廃棄物の 

受 入 量 
ｔ 89,354.69 89,823.11 90,325.84 

処分場残容量 

（ 年 度 末 ） 
㎥ 

安定型  69,870 

管理型  64,339 

安定型  46,112 

管理型  46,761 

安定型  11,801 

管理型  26,531 

売 上 高 百万円 1,804 1,657 2,095 

従 業 員 数 人 48 48 44 

床 面 積 ㎡ 3,641.4 3,641.4 3,641.4 

 

６．環境方針 

環境理念及び方針 
 

    ・環境理念 

 

株式会社アールアンドイーは産業廃棄物の収集運搬及び処分業者として、 

循環型社会の形成に向けて事業活動を行い、環境経営システムの確立と 

継続的な運用を行い、環境負荷を低減するために努めます。 

 

    ・環境方針 

 

 （１）環境関連の法律、規制及び社内規定等を遵守し環境保全に努めます。 

 

 （２）事業活動に伴う環境負荷を常に意識し、積極的に環境への取組及び 

    継続的な環境負荷低減活動を行います。 

  

   （３）全従業員に対して環境理念・方針及び環境に関する教育を実施し、 

環境保全の意識向上を図ります。 

   （４）省エネルギーの製品やリサイクル製品の積極的な購入に努めます。 

2022 年 11 月 1 日 

                    株式会社アールアンドイー 

                    代表取締役 伊藤 淳 

 



・アールアンドイーのＳＤＧｓ 

 

  弊社は、２０２２年１０月１日に私たちの取組「人（人にやさしく）、自然（環境 

  への挑戦）、共生（社会への貢献）」を策定しＳＤＧｓの取組を始めました。 

   

   

 

 
  基本的人権を尊重し，安全安心はもちろん社員の健康で幸せに満ちた生活の実現をめざします。 

また，多様性を理解し、互いに尊重し，社員一人ひとりが働きやすい、明るく笑顔に満ちた環境づくり 

に努めます。【具体的取組】法令遵守，労働環境整備，健康管理，人材育成など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
脱炭素社会の実現をめざし、自社施設等への省エネ技術導入や廃棄物の再利用の促進をはじめ廃熱活 

用システム，選別エンジニアリング，機能性金属などの普及を通じて環境負荷低減への取組に努めます。 

【具体的取組】紙・化石燃料などの削減，リサイクル率向上，環境製品開発など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域のみなさまと協働し，地元企業としての役割と責任を果たすべく積極的に地域活動や地域振興， 

活性化などに努めます。【具体的取組】地域防災への取組，廃棄物のリサイクル啓発など  

 

 

 

 

 

 

  私たちアールアンドイーは、環境方針・理念に基づきより精度の高い環境マネージ 

メントシステムを確立を目指しＳＤＧｓに貢献いたします。 
 

 

 

 

 

 

人（人にやさしく） 

自然（環境への挑戦） 

共生（社会への貢献） 



tahara
テキストボックス
購入電力の二酸化炭素排出係数は0.533㎏-CO2/KWHを使用。



※前年度との比較 

対前年比 増減率

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 1,743,901.88 1,599,708.12 91.73% -8.27%

電気使用量 KWh 1,182,440.00 1,008,516.00 85.29% -14.71%

灯油使用量 Ｌ 23,357.00 20,000.00 85.63% -14.37%

軽油使用量 Ｌ 390,052.10 373,048.10 95.64% -4.36%

一般廃棄物排出量 ㎏ 1,430 1,698 118.76% 18.76%

水資源投入量 ㎥ 2,894.00 2,135.00 73.77% -26.23%

単　位 R3年度 R4年度
実　績

 

 グリーン購入 

      適 合 品 目 割 合・・・・・目標 17% 

                 備品類購入実績  

                   登別事業所   92 品目 

                   札幌事業所  324 品目 

 

                 内）グリーン購入法適合品目 

                   登別事業所   13 品目 

                   札幌事業所   24 品目 

                   R4 年度実績値  8.89% 

 重機燃費向上 

   1ℓあたりの処理量・運搬量・・目標 処理量 0.337ｔ/ℓ 

                    運搬量 0.089ｔ/ℓ 

 

                 R4 年度 受入量及び運搬量 

                 登別事業所 受入量 70,220.93ｔ 

                       運搬量  7,651.55ｔ 

                 札幌事業所 受入量 20,104.91ｔ 

                 R4 年度 給油量 

                 登別事業所 重機類 223,101.40ℓ 

                       車両類  65,344.70ℓ 

                 札幌事業所 重機類  84,602.00ℓ 

                 R4 年度 実績値 

                 登別事業所 重機類 0.314ｔ/ℓ 

                       車両類 0.117ｔ/ℓ 

                 札幌事業所 重機類 0.237ｔ/ℓ 

                 全   社 重機類 0.293ｔ/ℓ 

                       車両類 0.117ｔ/ℓ 

 

 



８．中長期目標の設定 

基準値は、平成２５年度から平成２７年度の平均値とする。 

 

   

活動内容 
排出量 

(㎏) 

受入量 

（ｔ） 
基準値 R4 年度 中長期目標（2023 年まで） 

二酸化炭素 5,833,681 322,166 
18.11 

㎏-CO2/t 

増減 0 

18.11 
基準値の現状維持 

一般廃棄物の抑制 － 1,737 ㎏ 
増減 0 

1,737kg 
基準値の現状維持 

水道水の総排出量 － 2,372 ㎥ 
増減 0 

2,372 ㎥ 
基準値の現状維持 

ｸﾞﾘｰﾝ購入 － 
162 品目中 

28 品目 

17% 

増減 0 

17％ 
基準値の現状維持 

重機燃費向上 － 

重機 

0.34t/ℓ 

車両 

0.09t/ℓ 

現状維持 基準値の現状維持 

化学物質使用削減 － 適正管理と使用量の把握 

 

 

９．主要な環境活動計画の内容 
 

  (1)省エネルギー（二酸化炭素排出量削減）電気・灯油・軽油 

 

 ・電気 

   ①冷房は室内温度２８℃を目安とする。使用していない室は冷房をとめる。 

   ②使用していない室、トイレの照明は消灯する。 

   ③昼休みは、業務上支障がない限り室内の照明を消灯する。 

   ④複写機、FAX、パソコンは待機時に省エネモードに設定する。 

   ⑤長時間、席を離れる場合はパソコンの電源を切る。 

   ⑥業務上支障がなければ電源コンセントからプラグを抜く等をし、待機電力の 

削減に努める。 
    

  ・灯油 

   ①暖房は室内温度２２℃を目安とする。使用していない室は暖房をとめる。 

 

  ・ガソリン及び軽油 

   ①重機及び車輌のエンジンのかけっぱなしはしない。 

   ②急発進・急加速等の“急”のつく操作は行なわない。 

   ③重機及び車輌の始業点検及び定期点検を確実に行う。 

   ④法定速度を遵守する。 

   ⑤重機のエコモード運転の徹底 

    

  ・水道 

   ①蛇口をこまめに閉める。 

 

 



  (2)一般廃棄物の適正管理 

   各事業所において、部署別に別紙排出量チェック表のとおりに分別し、廃棄量 

   を把握する。 

 

(3)グリーン購入 

   原則として運用手順で設定しているグリーン購入ガイドラインに則り、購入を 

   すること。 

   

(4)化学物質使用削減量 

   該当する施設は管理型最終処分場の排水処理施設となるが、排水を処理するた 

   めに使用している薬品類を削減するということは、適正処理をすることが出来 

なくなる可能性もあるので、削減目標は設定せず使用量を把握するだけに留め 

る。 

 

 

１０．環境活動の取組結果の評価 
  

前年度と比較したＲ４年度における二酸化炭素排出量、エネルギー使用量の増減率 

    二酸化炭素排出量  - 9.78% 

    電 気 使 用 量  -14.71% 

    灯 油 使 用 量  -14.37% 

      軽 油 使 用 量  - 4.36%  となった。 

二酸化炭素排出量：廃棄物受託量 1ｔあたりの処理によって排出される二酸化炭素 

量は、17.71 ㎏-CO2/ｔとなり、基準値（18.11 ㎏-CO2/ｔ）を 

下回る結果となった。 

          廃棄物の受入量は概ね横ばいだったことを考えると EA21 による 

          環境活動が順調に推進されていると評価する。 

電 気 使 用 量：対前年比-14.71%となった。 

         登別事業所の工場並びに外灯のＬＥＤ化が大きく寄与している 

ものと考えている。 

         全社的に電気の使用量は減少している事から環境活動が順調に 

推進されていると評価する。 

灯 油 使 用 量：トラックスケールの凍結防止に使用するジェットヒーターや事 

務所、作業員休憩所の暖房が主な用途である。 

天候に左右されるため評価は難しいが、対前年比-14.37％と削 

減となった。 

         凍結防止用ジェットヒーターの使用頻度が少なかったためと考 

えられる。 

軽 油 使 用 量：廃棄物の収集運搬量が増加し、廃棄物の受入量が横ばいの状況 

にもかかわらず、対前年比-4.36％となった。 

効率の良い運搬、処分がされているものと評価している。 

一般廃棄物の適正管理と排出の抑制： 

         対前年比は+18.76％となった。 

         これは、保管期限の過ぎた書類を廃棄したため、一時的な増加 

         である。基準値（1,737 ㎏）以内であることからも、適正に分 

         別、搬出できていると判断する。 

 

 



水 資 源 投 入 量：対前年比は-26.23％となった。 

前年度より大きく削減はされてはいるが、主な水資源の使用箇 

所は管理型最終処分場の排水処理施設であり、基準値は第４期 

管理型処分場の設置前に策定したものである。 

排水処理施設の稼働状況の影響を大きく受ける事から、中長期 

計画を策定する際に管理範囲等も含めて検討したい。 

 

※次年度も上記の各取組を継続して実施する。 

 

１１．環境関連法規等の遵守状況の確認と及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

  環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反があることは認められませんでした。 

また、行政指導に関わる違反や訴訟等もありません。 

  遵守した主な法律は廃掃法、消防法、ダイオキシン特措法、フロン排出抑制法等です。 

 

１２．代表者による全体の取り組み状況の評価及び見直しの結果 

   

各エネルギーの使用量が概ね削減され、それに伴い二酸化炭素排出量が削減されて 

いる事を確認した。 

引き続き法令の遵守、環境配慮等の向上を図り、形骸化せぬ取り組みを検討する事。 

 

 

 

 

 










































